
地域のご支援に感謝～豊年祭に参加して～

校長

今から半世紀ほど昔，私が小学校に上がった頃，
旧暦の７月から10月にかけて盆から十五夜・種下
ろし（地域によって行事は違いがあったと思いま
す）など，夜遅くまでチジンやサンシンの音が鳴り
響き，踊りに夢中になっていたことを思い出します。
十五夜は，昼間，相撲を取り，夜は三日三晩綱引

きと踊りで賑わっていました。相撲は，子どもの取
組から青壮年団の取組，中でも一番盛り上がったの
が親子相撲でした。中学生になると親に勝てるよう
になった子どもたちもいましたので，私もいつか
「親父を投げ飛ばしてやる。」と闘志を燃やしたも
のでした。取組によっては，懸賞金がかけられるこ
ともあったのでなおさらでした。
近年，娯楽が多種多様になり交通の便がよくなっ

たことなどもあり，昔ながらの行事が消えつつあり
ます。特に相撲は，取り手が少なくなり，実施され
なくなったところもあるようです。そんな中，９月
27日（日），東城校区５集落で豊年祭が開催されま
した。
本校中学生（卓球部）に地域行事に参加し，日頃

から地域の方々が学校へ寄せてくださっているご支
援に感謝の気持ちを表すために，豊年祭の相撲に参
加しないかと提案したところ，子どもたちから「や
りましょう。」という快い返事が返ってきて，学校
職員と対戦する運びとなりました。
各集落では，中学生がまわしを掛けて相撲を披露

してくれたことをとても喜んでいただき，どこの集
落でも中学生に大きな声援を送っていました。（教
員チームの中もみんな子どもたちへの声援でし
た。）また，子どもたちへたくさんのお花をいただ
きました。心から感謝申し上げます。
私たちも子どもたちも地域の中にあって，地域の

一員として地域のために何が出来るか考えながら，
少しでも地域のために役立つように協力していかな
ければならないと感じることでし
た。
地域の皆様の思いに触れるとと

もに，日頃のご支援に改めて感謝
する豊年祭でした。ありがとうご
ざいました。これからも東城の子
どもたちを見守ってくださること
と，学校へのご支援を賜りますよ
うお願いいたします。

◎ 地域が育む「かごしまの教育」県民週間ポスター原画展
入選 （小３） （中１）

◎ 奄美市理科作品審査会
特選 （研究記録・小３）

（研究記録・中１）
入選 （貝標本・小３）

（研究記録・小４）
（研究記録・小５）

◎ 田中一村スケッチコンクール
優秀賞 （小３）
入 選 （中２）

◎ 第58回県児童生徒作文コンクール奄美市審査会
特選 （小１） （小２）

（中１） （中２）
（中３）

入選 （小３） （小４）
（小５） （小６）

児童生徒の活躍の足跡

９月13日（日），第68回秋季大運動会を開催いたしました。
子供たちは，日ごろの練習の成果を精一杯発揮し，そして，保
護者や青壮年団の皆様，地域の皆様のご協力もいただき，立派
な運動会になりました。子供たちも全力で取り組み，34名全
員で創り上げた運動会に，大変満足していたようです。
今年は，紅組優勝でしたが，競技・応援ともに接戦でした。
また，八月踊りで運動会を盛り上げ，プログラムの最後を締

めくくっていただきました城集落のご協力にも感謝申し上げま
す。

第68回秋季大運動会

１日(日) 地域が育む｢かごしまの教育｣県民週間（～７日）
２日(月) 給食集金日（～５日）
３日(火) 文化の日
６日(金) 読書祭り（小）

１０日(火) 社会科見学（小3・4）
１４日(土) 学習発表会（８：50～11：30）
１８日(水) 奄美市小・中学校音楽発表会
２３日(月) 勤労感謝の日
２５日(水) 期末テスト（中，～26日）

11月の行事予定

たかばち山
平成27年10月１日

10 月 号
奄美市立東城小・中学校

校訓[自ら学ぶ] ○進んであいさつ(誠実) ○進んで仕事(勤労) ○自ら鍛える頭と体(好学・健康)

10月の生活目標
進んで学習や読書をしよう

校内の美化に努めよう

○ 10月19日（月），小学校は，教員
の研修会のため，給食後の13時00分
下校です。保護者の皆様にはご迷惑を
おかけいたしますが，ご了承ください。
（中学校は，平常授業です。）

○ 11月１日（日）～７日（土）は，「地域が育む『かごしま
の教育』県民週間です。子供たちの学校でのようすをいつで
もご覧になれます。この機会に，ご近所，お隣同士お誘い合
わせの上ぜひご来校ください。

○ 運動会の日に「平成27年９月関東・東北豪雨」災害義援
金をお願いしましたが，69,680円集まり，奄美市ＰＴＡ連
絡協議会事務局に届けました。保護者の皆様，地域の皆様，
ご協力ありがとうございました。

○ 本は「心のごはん」です。
本は子どものための「心のごはん」です。本には，人間に

とって最も大切な想像力，知識，知恵などが，素晴らしい絵
と分かりやすい言葉で示されているからです。
子どもはテレビが大好きですが，テレビの音声と映像は絶

え間なく子どもの脳に刺激を与え続け，考えるゆとりや想像
力を奪ってしまいがちです。お父さんやお母さんの声にじっ
と聞き入りながら，自分に合ったペースで本を読み，ゆった
りしたリズムで豊かな創造力を育てます。

○ 未知への出会いが豊かな心に
子どもの頃に見たものや経験したこ

とは，子どもの人格形成に深い関わり
をもつといわれています。子どもは本
の中で動物や草花はもちろん，あらゆ
るものを友達にして心を通わせ，想像
の世界へと心を飛躍させます。

秋の夜長，親子で読書に勤しんでみて
はいかがでしょうか？

読 書 の 秋


